








報告の概要 

 本報告は、循環器病対策としての任務と、地域周産期医療の 2 次、3 次病院としての機

能との 2 面性を持つ,国立循環器病センターへ紹介送院されてくる症例を分析することに

より、周産期医療の方向性とシステムを考える一助とするものである。当科全分娩数の約

30％が心疾患妊婦であり、約 11％の児が心疾患である。一方約 50％の症例が他院よりの紹

介であるが、その半数は一般に 2次病院としての機能を有している公的病院からの紹介で

あった。残りの半数が診療所もしくは個人の病院からの紹介である。紹介理由は母体合併

症が 44％、重症児の発生が予測される産科的理由が 29％、胎児個有の疾患が 27％と胎児

病が多い事に特徴がある。院内症例も含めると胎児個有の疾患は 14％に達し、一般の発生

率から考えると非常に多い。 


